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平成２５年５月２日  全員協議会資料  

 

４月１８日及び１９日の「汚染焼却灰を無許可業者が運搬」という新

聞報道について  

 

１  運搬業務を委託した経緯等についての要旨  

（１）手賀沼流域下水道終末処理場内の一時保管場所へ平成２４年１

２月２１日から搬出可能。本市でも平成２５年１月８日からの

搬出を予定。  

 

（２）運搬業者を選定するにあたっての前提条件  

①市内業者に委託すること  

②廃棄物処理法上、一般廃棄物の収集運搬において青ナンバー

（許可業者）、白ナンバーの要件はないこと  

③環境省、平成１４年に市町村が一般廃棄物の収集運搬を委託す

る際、青ナンバー、白ナンバーの確認する必要はないという見

解を示していること  

④指定廃棄物関係ガイドラインに示されているウイング車両を

使用すること  

 

（３）１月末頃、我孫子市の周辺住民の方から白ナンバーでの運搬は

おかしいのではないかとの意見あり。  

２月 1 日に松戸市・柏市・流山市の３市で環境省に確認。  

「廃棄物処理法では、白ナンバー、青ナンバーの要件はなく、こ

れまでの運用に変わりはない。他の法律（運送業）に関すること

については、他の所管省庁に問い合わせること」という見解。  

 

（４）環境省に４月１８日に新聞報道された記事の内容の真偽を問い

合わせる。合わせて環境省の見解も再度求める。  

 

（５）４月２４日に環境省から回答。  

①廃棄物処理法上、一般廃棄物の収集運搬において、貨物自動車
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運送事業法の許可を求めていないこと。  

   ②貨物自動車運送事業法の許可が必要か否かについては、同  

法を所管する国土交通省において判断するべきものであるこ

と。  

③当省の担当者が、勉強不足という旨の発言をした事実は一切な

いこと。  

 

（６）本市では、廃棄物処理法を遵守して運搬を実施したものである

が、国交省では今回のケースを踏まえ、環境省と簡便な許可な

どを含めて調整したいとしていることから、国の動向を注視し

ていく。  

 

（７）我孫子市の住民の方々には、焼却灰の搬入についてご心配をお

かけしている。その搬送については配慮していきたい。  

 

 


